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地域の光を観る
　　　　　　　　　　　　　～田辺市近露の山から～
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第7回　関西元気な地域づくり発表会
　　　於：大阪合同庁舎１号館第１別館

問題認識
～何故“観光”が注目されているのか？～

「交流を求める活動が増加している」

　　　　　一方で・・・

「交流できる場所が減少している」

　　　　　一見、矛盾しているように思えるが
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疎外される人間

18世紀：産業革命による急速な生産力の発展
　　→生産手段を持たない人を生み出す。

日本では第二次大戦後：「金の卵」が都市へ

　　→劣悪な労働環境、賃労働者の疎外、農村の過疎

1992年：「持続可能な開発」(リオ宣言)

　　→世界的に、矛盾を解決する動きが！

今：「都市」と「農村」の共存・共同・協働

様々な取り組みがある中で…
「いけばな」に着目した取り組み

自然保護・環境保全・日本人の美意識

「協働」を志向した活動

　　　→できる人が、できることをして、

　　　　　　　　　　　　　　　合目的的に行動する！
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事例①『近露まるかじり体験』
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事例②『メディアとの協働』

　

地
域
か
ら
花
材
や
花
器

の
提
供
を
受
け
る
。

地
域
の
紹
介
を
メ
デ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

に
し
て
も
ら
う
。

観光交流部門



事例③『アパレル企業との協働』

　3m×4mのショーウインドー
に、学生が花を生ける。
　生けている過程も公開し、メッ
セージ性をもたせた。

取り組みのまとめ

事例①『近露まるかじり体験』

　　→「田舎には何もないやろ・・・」という、地元民の声

　　　 おもてなし.　林業従事者との協働.　空き家対策.　ふるさと教育の一環.

事例②『メディアとの協働』
　　→花材や花器などに、和歌山県のものを使用.　地域の人から提供して頂く.

　　　 提供元の地域や団体を番組内で紹介してもらう.

事例③『アパレル企業との協働』

　　→台風被災地域の流木や支障木を利用.

　　　 古木を龍に見立て、復興の願いを込めた.

　　　 地域・企業・学生による協働
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“人”が移動する
「経済の成長＝お金を稼ぐこと」だった…

世界的に経済が停滞している今、“貨幣”や“商品”
が人を媒介するのではなく、“人”が媒介することが
求められているのではないか？

これからの社会変化を捉える為には、地域と地域を
移動する“人”を育てることが重要となる。
経済の成長＝人が移動すること=人を移動させること

ご清聴　ありがとうございました！
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